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題
ら

の

話
む

地域の話題をお待ちしています
（広報係☎８８５－０３４０内線２０５）

　３月３０日、稲敷市犬塚（江戸崎西高跡地）にて
「いなほ消防署」竣工式が行われました。
　江戸崎消防署と同署美浦出張所を統合し、４月
から新たに運用されるいなほ消防署。消防力の整
備と効率的な行政運営が期待されています。

陸
平
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の
保
存
と
活
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未
来
に
繋
ぐ
記
念
碑
除
幕
式
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陸
平
貝
塚
の
保
存
と
活
用
を

　
　
　
　

未
来
に
繋
ぐ
記
念
碑
除
幕
式

　昨年１１月から行われていた稲敷警察署美駒駐在
所の新築工事が完了し、４月６日に開所式が行わ
れました。清々しい青空のもと、各所からお祝い
の言葉と、駐在員の深谷巡査部長より感謝の言葉
が述べられました。
　今回の工事により、来所者専用駐車場やコミュ
ニティスペースが新設されました。また、駐在員
が２名に増員。近隣住民は、より安心して暮らせ
るようになりますね。

　

３
月
１５
日
、
第
１５
回
ペ
レ
グ
リ

ン
夢
カ
ッ
プ
が
龍
ヶ
崎
市
総
合
運

動
公
園
た
つ
の
こ
フ
ィ
ー
ル
ド
で

開
催
さ
れ
、
フ
リ
ー
ダ
ム
サ
ッ
カ

ー
ク
ラ
ブ
の
年
長
チ
ー
ム
と
小
学

２
年
生
チ
ー
ム
が
優
秀
な
成
績
を

収
め
ま
し
た
。

　

年
長
チ
ー
ム
は
人
生
初
の
大
会

出
場
で
緊
張
気
味
だ
っ
た
そ
う
で

す
が
、
試
合
が
始
ま
る
と
必
死
に

ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
、
予
選
を
圧

勝
。
決
勝
リ
ー
グ
も
全
勝
し
、
見

事
優
勝
の
栄
冠
を
手
に
し
ま
し
た
。

小
学
２
年
生
チ
ー
ム
は
一
歩
及
ば

な
い
な
が
ら
も
堂
々
の
準
優
勝
で

し
た
。

フ
リ
ー
ダ
ム
Ｓ
Ｃ
は
サ
ッ
カ
ー
好

き
の
仲
間
を
歓
迎
し
ま
す
。

（
年
中
〜
小
学
４
年
生
ま
で
）

☎
０
９
０

－

４
０
７
４

－

７
７
９

　

９
（
代
表
・
中
根
）

　
　

３
月
２９
日
、
陸
平
貝
塚
公
園
に
て
、
陸
平
貝
塚

の
保
存
と
活
用
を
未
来
に
繋
ぐ
記
念
碑
除
幕
式
（
主

催
・
同
建
立
の
会
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
碑
は
、
陸
平
貝
塚
の
保
存
と
活
用
に
関
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
未
来
に
伝
え
よ
う
と
い
う
趣

旨
の
も
と
計
画
さ
れ
、
広
く
寄
付
を
募
り
建
立
さ
れ

た
も
の
で
、
陸
平
の
歌
と
し
て
親
し
ま
れ
る
「
陸
平

よ
は
る
か
に
」
の
歌
詞
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

除
幕
式
に
は
約
１
０
０
名
が
出

席
し
来
賓
か
ら
お
祝
い
の
言
葉
が

述
べ
ら
れ
た
ほ
か
、
朗
誦
や
歌
の

披
露
、
関
係
者
の
陸
平
へ
の
想
い

が
語
ら
れ
る
等
、
記
念
碑
建
立
に

ふ
さ
わ
し
い
式
典
と
な
り
ま
し
た
。

　

荒
れ
た
敷
地
の
草
刈
り
か
ら
始

ま
っ
た
陸
平
貝
塚
の
保
全
活
動
で

す
が
、
沢
山
の
方
々
の
ご
尽
力
に

よ
り
、
今
で
は
日
本
を
代
表
す
る

史
跡
と
な
り
ま
し
た
。
先
人
た
ち

の
努
力
に
感
謝
を
し
つ
つ
、
今
後

も
大
切
に
守
り
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

●

●

●

●

●

●

●

【いなほ消防署】
　稲敷市犬塚１５７０－２☎０２９－８９２－０１１９

新たなスタート！
　　いなほ消防署竣工式
新たなスタート！
　　いなほ消防署竣工式

美駒駐在所の
　建物が新しくなりました
美駒駐在所の
　建物が新しくなりました

大谷保育所の子どもたちと関巡査・深谷巡査部長大谷保育所の子どもたちと関巡査・深谷巡査部長

石碑を囲み、「陸平よはるかに」を合唱石碑を囲み、「陸平よはるかに」を合唱

フ
リ
ー
ダ
ム
S
C

  

年
長
チ
ー
ム
優
勝

フ
リ
ー
ダ
ム
S
C

  

年
長
チ
ー
ム
優
勝

お知らせ
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　前任の諸岡正明さん（宮地）の退任に伴い、新た
に大橋幸雄さん（布佐）が行政相談員として総務大
臣から委嘱を受けました。行政相談員は、行政サ
ービスに関する相談を受け付けています。
　諸岡さん、これまでのご尽力ありがとうござい
ました。大橋さん、どうぞよろしくお願いします。

　４月７日、村内の３つの小学校で入学式が行わ
れました。あいにくの雨天で気温が下がり、取材
した木原小学校では体育館には大きなヒーターが
設置されていました。そんな中でも、新入生は元
気な様子で入場し、来賓のあいさつに大きな声で
応える等、立派な態度で臨んでいました。また、
迎える在校生も負けじと大きな声で校歌を斉唱し、
新入生に良いお手本を示していました。
　また、９日には美浦中学校でも入学式が行われ、
新入生を迎えての新たな生活がスタートしました。

村内小・中学校で
　　入学式が行われました
村内小・中学校で
　　入学式が行われました

新入生へ各所から善意新入生へ各所から善意

【平成２７年度入学者数】
　木原小学校　　３５人
　大谷小学校　　７１人
　安中小学校　　１６人
　美浦中学校　１３６人

＊常陽銀行美浦支店様より【防犯ブザー】
＊ＪＡ茨城かすみ様より【通学用安全帽子】
＊ＪＡ稲敷様より【通学用安全帽子】
＊日本マクドナルド株式会社様より【防犯笛】
＊株式会社みずほフィナンシャルグループ様・損
害保険ジャパン日本興亜株式会社様・明治安田
生命保険相互会社様・第一生命保険株式会社様
より【黄色いワッペン】
＊茨城県石油業協同組合様・社会貢献対策事業推
進特別委員会様【クリアファイル】

ありがとうございました

美
浦
村
電
気
事
業
開
始

　
　

  

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
通
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式

美
浦
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ガ
ソ
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ラ
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発
電
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通
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式

　

３
月
２６
日
、
美
浦
村
大
山
地
内

に
て
、
美
浦
村
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発

電
所
通
電
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

建
設
地
は
、
古
く
は
鹿
島
航
空

隊
が
あ
り
、
戦
後
は
東
京
医
科
歯

科
大
学
霞
ヶ
浦
分
院
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
病
院
の
閉

院
後
は
利
用
さ
れ
ず
に
い
ま
し
た
。

跡
地
を
有
効
活
用
す
る
方
法
を
検

討
す
る
中
で
、
太
陽
光
発
電
事
業

の
計
画
が
持
ち
上
が
り
、
今
年
３

月
に
完
成
。
関
係
者
等
を
招
き
、
通
電
式
を
迎
え
ま
し
た
。

　

発
電
所
部
分
の
敷
地
面
積
は
約
３
万
平
方
メ
ー
ト
ル
に
も

お
よ
び
、
年
間
あ
た
り
一
般
家
庭
約
６
０
０
戸
分
の
電
気
の

発
電
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
発
電
し
た
電
気
は
す
べ
て
株

式
会
社
東
京
電
力
に
売
却
し
、
そ
の
売
り
上
げ
は
電
気
事
業

会
計
と
し
て
管
理
さ
れ
、
公
共
施
設
の
電
気
使
用
料
に
充
て

る
ほ
か
、
こ
の
事
業
の
開
始
を

受
け
て
新
設
さ
れ
た
「
地
球
温

暖
化
対
策
機
器
設
置
等
補
助
制

度
」
の
補
助
金
と
し
て
、
村
民

に
還
元
さ
れ
ま
す
。

（
詳
細
は
本
号
５
ペ
ー
ジ
参
照
）

　

地
方
自
治
体
が
電
気
事
業
会

計
に
よ
り
太
陽
光
発
電
事
業
を

行
う
の
は
、
全
国
で
も
数
少
な

い
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

　

こ
の
先
進
的
な
取
り
組
み
が

う
ま
く
活
用
さ
れ
、「
安
全
で
暮

ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
」
が

推
進
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

木原小学校入学式木原小学校入学式

大橋幸雄氏が行政相談員に大橋幸雄氏が行政相談員に

子育て
ワンポイント

要予約発達相談（子育てや発達に関する相談）

ぴよぴよサロン＆プレママサロンでは、
毎月一度、保健師、助産師、栄養士さ
んによる個別の「育児相談（　）」を行
っています。（通常の自由遊びもあり）

開催時間内
出入り自由

予約必要なし
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踊
り
疲
れ
た
二
つ
の
蝶
が
花
の
褥
で
春
の
夢　
　
　
　
　
　
　
　
　

飯
塚
筑
風

男
女
交
じ
り
の
花
見
の
席
に
春
が
落
と
し
た
恋
の
種　
　
　
　
　
　

塚
本
夏
雲

恋
の
終
わ
り
を
告
げ
て
る
よ
う
な
遠
い
春
雷
胸
さ
わ
ぐ　
　
　
　
　

石
戸
葎
華

春
の
野
原
に
や
さ
し
く
咲
い
て
誰
を
恋
う
や
ら
す
み
れ
草　
　
　
　

本
橋
清
湖

春
の
嵐
に
桜
が
舞
っ
て
水
面
色
ど
る
花
筏　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
池
き
よ
し

う
ら
ら
水
面
に
春
雷
走
り
野
辺
は
か
す
み
の
花
吹
雪　
　
　
　
　

小
薗
江
久
美

テ
ロ
に
奪
わ
れ
途
絶
え
た
夢
を
惜
し
み
泣
い
て
る
春
の
雷　
　
　
　

田
島
草
実

春
の
雷
鳴
前
触
れ
な
く
て
音
と
光
が
天
を
裂
く　
　
　
　
　
　
　
　

磯
西
涼
香

春
の
足
音
日
脚
も
伸
び
て
染
め
た
ブ
ラ
ウ
ス
萌
黄
色　
　
　
　
　
　

渡
辺
希
代

夜
半
の
春
雷
轟
く
音
も
夢
か
う
つ
つ
か
子
守
唄　
　
　
　
　
　
　

上
野
八
千
代

滝
を
お
お
っ
た
氷
も
溶
け
て
季
節
春
へ
と
衣
替
え　
　
　
　
　
　
　

高
橋
一
歩

春
が
来
た
っ
て
私
は
ひ
と
り
藪
に
淋
し
く
咲
く
椿　
　
　
　
　
　

篠
原
美
千
代

春
の
嵐
よ
も
す
こ
し
寝
て
て
さ
く
ら
吹
雪
に
ゃ
ま
だ
早
い　
　
　
　

木
村
幸
子

搗
い
た
草
餅
み
ん
な
に
配
り
暮
ら
す
幸
せ
美
浦
の
春　
　
　
　
　
　

下
村
松
陽

決
め
た
か
ら
に
は
芽
が
出
る
よ
う
に
春
の
節
目
に
選
ぶ
道　
　
　
　

山
﨑
笑
子

小
さ
く
生
ま
れ
て
心
配
通
し
晴
れ
て
こ
の
春
一
年
生　
　
　
　
　

関
根
ヒ
デ
子

家
の
修
復
病
も
癒
え
て
況
し
て
嬉
し
い
春
も
来
た　
　
　
　
　
　
　

門
脇
悠
美

何
処
も
彼
処
も
そ
よ
風
春
を
連
れ
て
彩
る
美
浦
の
里　
　
　
　
　

長
谷
川
悦
子

瞳
輝
く
新
入
社
員
春
も
応
援
咲
か
す
花　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

沼
嵜
朋
香

春
の
陽
気
で
鼻
歌
う
た
い
掃
除
洗
濯
庭
仕
事　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
葉
子

刻
む
手
に
旨
み
伝
は
る
春
キ
ャ
ベ
ツ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
野
安
佐
子

春
の
日
や
戦
艦
武
蔵
の
話
な
ど　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
毛
恵
美
子

春
に
告
ぐ
見
事
な
転
居
ケ
ア
ハ
ウ
ス　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
澤
は
し
め

た
ゆ
た
ひ
つ
初
蝶
飛
べ
り
雨
後
の
庭　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
柳
幸
子

講
釈
の
多
い
素
人
剪
定
師　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
早
苗

急
逝
の
友
悼
む
丘
落
花
舞
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
島
輝
子

百
合
散
る
や
亡
娘
の
一
生
を
重
ね
見
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
葉
よ
し
ゐ

忘
れ
た
る
文
字
は
仮
名
書
き
菜
種
梅
雨　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本
秀
子

掘
り
起
こ
す
永
久
の
想
い
出
春
彼
岸　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
崎
き
み
枝

春
愁
や
満
天
の
星
被
災
地
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

矢
原
は
つ
い

み　

ほ　

文　

芸

四
月
の
俳
句
（
題　

当
季
雑
詠
）

（
五
十
音
順
）

正
調
俚
謡　

日
和
吟
社　

題
「
春
・
雷｣

一
字
以
上
詠
み
込
み
有
季
無
季
随
意

よ　

わ

う

ご

ま

こ

つ

ひ

あ

し

も

え

ぎ

し
ゅ
ん
ら
い

そ
う

と　

わ

ら
い

し
と
ね

は
な
い
か
だ

し
ゅ
ん
ら
い

し
ゅ
ん
ら
い

こ

し
ゅ
ん
し
ゅ
う

大大 況況盛盛

　４月１２日、木原城址城山公園において「第１９回木原城
山まつり」が開催されました。
　天候不良が心配されていましたが、開催を楽しみにす
るみなさんの思いが届いたのか、前日までの雨は止み、
当日はうららかな春の陽気に恵まれました。
　公園に植えられた約５万本のチューリップも開催日に
合わせたかのように見頃を迎え、訪れた方々を楽しませ
ていました。来場者が芝生にレジャーシートを広げて楽
しむ姿は、今ではおなじみの光景に。華麗なステージ発
表を楽しむ方、特産品を買い求める方、美味しい食事に
舌鼓を打つ方、元気に走り回る子供たち。おもいおもい
に楽しんで、笑顔があふれた春の一日となりました。
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